
総合支援部は全校的視野で学部横断的な教育

的業務及び対外的な業務を担い、担任外として配

置されている。そこで、それぞれがもつ専門性

を活かし総合支援部として全校に寄与する内

容で研究を進める。今年度は全校の教員や児

童・生徒に関わる「個別の指導計画（プラン

B）」を題材に「社会生活に生きる力を育む指

導の充実」を考えることを研究目的に設定し

て取り組んだ。 

 

（１）個別の指導計画（プラン B）「指導に結びつく実態」の変化について 

 

 本校に 12 年間在籍した児童生徒の個別の指導計

画（プラン B）「指導に結びつく実態」を用いて 12

年間の変容を「実態の変更」「新規記載」「要約・区

分変更」「変更なし」の４つの観点で調べ、指導に

結びつく実態欄がどのように変化したかを調べた。 

小学部１年生から６年生までで比較すると 85％

書き換えが行われている。一方、小学部６年生から

中学部３年生で指導に結びつく実態を比較すると書

き換えは 26％に留まり、中学部３年生と高等部３

年生での比較では書き換えは 29％となった。 

 

  

 

①一般的な学齢に伴う変化 

一般的な発達と IQ65 前後で成長した場合の知的能力の成長曲線を比較すると、IQ65 前後で成長した

場合、年齢が上がるにつれて成長は緩やかになる。しかし、知的な能力は上がらなかったとしても、学

校生活の中で「できること」は増えていたのではないか。１年毎にかしの木で学んだことが「指導に結

びつく実態」に適宜加筆されることで、プランの内容を充実させることができるのではないかと考える。 

 

②「指導に結びつく実態欄」と教育課程の関連性 

「かしの木学習プログラム」を用いて指導に結びつく実態に書かれた内容を各教科の観点別にまとめ

ると教科によって偏りがあり、いくつかの教科については指導に関する具体的な内容が少ないことが分

かった。文言に変更がなかった箇所について、実践の評価を反映させることで最新の実態に書き替え続

けることができるのではないかと考える。 
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（２）「卒業後の進路先での状況アンケート」を用いて「社会生活に生きる力」を明らかにする 

「卒業後の進路先での状況」アンケートを用いて、一般就労を除く事業所等に対して行った過去３

年分のアンケートから「社会生活に生きる力」とは何かを導き出す。 

 

 

「課題あり」の内容には、事業所が今後、卒

業生に対して重点的に対応したいと考える前

向きな内容も含まれているが、この「課題あ

り」の内容を読み解くことで卒業後の社会が

考える「社会生活に生きる力を育む」指導の

観点が見えてくると考えた。「課題あり」の内

容を見ていくと、自閉症スペクトラム、ADHD、

知的障害といった障害種のもつ行動の特徴と

よく似た内容（障害特性に関する内容）が多

く含まれていることが分かった。 

①「障害特性」への対応の重要性 

アンケート結果から障害特性に対応した指導の充実が求められていることが分かる。本校においても、

障害特性に対応した指導の充実を図るため学校全体で障害に対する専門性や指導力の向上に取り組む

必要がある。併せて、支援方法や手立てを「～することで〇〇できる」など丁寧に進路先へ引き継いで

いく必要があると考える。 

まとめと今後の課題 

（１）学校全体の指導力向上 

障害特性に対応した指導を通じて児童生徒が自ら学びに向かえるようにしたり、発展的に目標設定し

たりするために障害特性に対応した指導を、12年間を通じて一貫して取り組むことで卒業後をよりよく

生活できるようになるのではないかと考える。 

（２）障害特性に対応したプラン A・Bの充実 

12 年の指導内容の進捗が、随時、個別の指導計画（プラン B）に反映されていくことで、卒業後の事

業所などと円滑な情報提供や連携が期待できる。プラン A・B が充分に機能を発揮したり活用されたり

するためにも、学校として適切に運用できるようにしていく必要がある。 
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